
                                                                                        

 

 

マックス株式会社 2026 年３月期 決算及び 2027 年３月期 事業計画説明会 質疑応答録 

 

この質疑応答録は、2026 年４月 30 日（木）に開催したアナリスト、ファンドマネージャ向け決算 

説明会にて、ご参加の皆さまからいただいた質問とその回答の概要です。 

 

 

■インダストリアル機器部門について 

［質問１］ 

欧州において、第４四半期の鉄筋結束機の機械販売数量が大幅に増加した要因を教えてください。 

［回答１］ 

第３四半期以降、北欧のレンタル市場において機械の置き換えが進んでいることに加え、第４四半期に

欧州各国で実施したプロモーション活動が数量増に寄与しました。 

 

［質問２］ 

北欧のレンタル市場における鉄筋結束機の置き換えは、他社製品からの置き換えが多いのでしょうか。

また、こうした需要は第４四半期に入ってから顕著に見られたものでしょうか。 

［回答２］ 

第３四半期以降、既存の自社製品から新製品への置き換えが進みました。 

 

■全社状況について 

［質問３］ 

中東情勢による影響について、業績やサプライチェーンへの影響が現時点で出ているのか教えてくだ

さい。 

［回答３］ 

実際にシンナーなど一部原材料に影響は見られますが、調達先や代替材料の探索を進めるなどの対応を

行っています。その結果、現時点では生産計画に支障は生じていません。今後、想定外の事態が発生した

場合は、状況に応じて順次対応していく考えです。また、これまで進めてきた BCP 対策の活動が、調達

面における対応力強化につながっていると認識しています。 

 

 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する内容は、当社が 2026 年４月 30 日現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があることをご了承ください。 




